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デジタルアーカイブに関する取組の
進捗状況について

2021年4月19日
内閣府 知的財産戦略推進事務局
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最近の取組状況

2017~  デジタルアーカイブジャパン推進委員会／
実務者検討委員会における検討

・３か年総括報告書
我が国が目指すデジタルアーカイブ社会の実現に向けて（2020年8月）

・デジタルアーカイブにおける望ましい二次利用条件表示の在り方
について（2019年4月）

・デジタルアーカイブのための長期保存ガイドライン（2020年8月）
・デジタルアーカイブアセスメントツール（改訂版）（2020年8月）

2020.8 ジャパンサーチ正式版公開



デジタルアーカイブジャパン推進委員会・実務者検討委員会３か年総括報告書「我が国
が目指すデジタルアーカイブ社会の実現に向けて」（令和２年8月）
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 デジタルコンテンツの拡充
●デジタル化の先進的な取組事例をジャパンサーチや産学官フォーラムを通じて共有・啓蒙を実施
●デジタルアーカイブのための長期保存ガイドライン（2020年版）を取りまとめ

⇒個人情報保護法制への対応等は中長期的課題

 デジタル情報資源のオープン化及び利活用のための基盤整備
●ガイドライン「デジタルアーカイブにおける望ましい二次利用条件表示の在り方について(2019年版)」の取りまとめ

⇒ガイドラインの普及促進によりオープン化を推進

 デジタルアーカイブ構築及び連携を推進する仕組みづくり
●評価シート「デジタルアーカイブアセスメントツール」を策定・公開

⇒アーカイブ機関へのインセンティブについては今後の検討課題

 分野横断型統合ポータルサイトの構築
●ジャパンサーチ正式版（令和2年8月）を公開

⇒オープンに流通可能なメタデータの提供を継続して推進

 つなぎ役の支援
●具体的な役割がイメージしにくく、またメリットが見出だしづらい中で、連携機関は増加している

⇒つなぎ役の役割を明確化し、どのような支援を行うべきかについては、専門的な議論が必要

 アーカイブ機関の人材教育支援
●幅広い知識や理解を要する人材育成には、育成環境や財政基盤等の課題がある

⇒デジタルアーカイブを推進する人材育成について、継続して検討が必要

今までの取組の成果と残された課題
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地域の資料や文化財など、様々な分野の資料をデジタル化し公開している各地のデジ
タルアーカイブと連携し、それらをまとめて検索・閲覧・活用できるプラットフォーム

運 営：実務者検討委員会
（事務局：知的財産戦略推進事務局）

運用 開発：国立国会図書館

ジャパンサーチとは

ジャパンサーチTOP
https://jpsearch.go.jp/about

•集約したメタデータを、検索以外にも利
活用しやすい形式で提供し、コンテンツ
の利活用を促進する基盤としての機能

• さらに、コンテンツの所在を明らかにし、
我が国のデジタル情報資源が効率的
に発見され、国全体として有効に活用
されていくこと推進する機能

•文化の保存・継承・発信だけでなく、
観光や地方創生、教育研究、ビジネ
スへの利用など、新たな価値創出、イ
ノベーション推進にも貢献する機能

主な機能

https://jpsearch.go.jp/about
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ジャパンサーチの連携状況（令和3年4月2日現在）

25連携（つなぎ役）機関 119データベース メタデータ約2,200万件
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